
訪問診療

健康づくり・
生きがいづくり

日
本
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
現
在
3
、
0
0
0
万
人（
国
民
の
約
4
人
に
1
人
）を
超
え
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
増
加
し
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
高
齢
者
が
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

成
田
市
で
も
進
む
高
齢
化

　
市
に
お
け
る
平
成
27
年
3
月
31
日

現
在
の
高
齢
者
人
口
は
、
2
万
6
、

7
0
3
人
、
高
齢
化
率
は
20
・
3
%
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
は
3
、
6�

4�

0
人
で
す
。
国
や
県
の
平
均
は
下
回
る

も
の
の
、
10
年
後
の
平
成
37
年
に
は
、

市
民
の
約
4
人
に
1
人
が
高
齢
者
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

10
年
後
に
高
齢
者
が

も
っ
と
輝
け
る
ま
ち
に

　
高
齢
に
な
れ
ば
、
多
く
の
人
が
医
療

や
介
護
を
必
要
と
し
ま
す
。
今
後
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
も
増
加
し
、
買
い
物
や
ご
み

出
し
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と

が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
一
方
で
、

少
子
化
に
よ
り
働
き
手
と
な
る
年
齢
層

地域包括ケアシステムのイメージ 医　療

介　護

介護予防

生活支援

住まい
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は
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
の

担
い
手
が
不
足
し
て
お
り
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
高
齢
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
生
活
を
支
え
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
市
で
は
、
10
年
後
も
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
が
で
き
、
安

心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
や
医
療
・
介

護
の
関
係
機
関
な
ど
で
連
携
し
て
支
え

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
住
ま

い
、
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
、
介
護

予
防
の
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
な
地
域
の
中

に
用
意
し
、
高
齢
者
が
そ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
や
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
希
望
す

る
暮
ら
し
方
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
で

す（
6
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

　
ま
た
、
地
域
の
特
性
や
実
情
に
応
じ

て
、
既
存
の
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、

足
り
な
い
も
の
は
、
住
民
同
士
の
連
携

で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
を
、

み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

地
域
ケ
ア
会
議

み
ん
な
で
よ
り
良
い
地
域
に

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す

る
た
め
に
、
現
在
、
市
で
は
、
医
療
・

介
護
の
関
係
者
や
民
生
委
員
、
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
関
係
者
と
連
携
し
、
高
齢
者
を
支
援

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、
地
区
の

公
民
館
な
ど
で
、
地
域
ケ
ア
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
ケ
ア
会
議
は
、
医
療
や
介
護
の

関
係
者
や
地
域
住
民
が
、
地
域
の
現
状

や
課
題
を
共
有
し
、
解
決
策
を
考
え
る

話
し
合
い
の
場
で
す
。

　
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が

あ
り
、
高
齢
化
の
現
状
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
基
盤
、
社
会
資
源
の
状
況
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
そ
の
地
域
に

暮
ら
す
人
が
、
住
ん
で
い
る
地
域
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の
か
を
尊
重

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
地
域
ケ
ア
会
議
に
参
加
し

て
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
4
カ
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
な
ど
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
生
活

上
の
困
り
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
と
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）�

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分

担
当
地
区
と
場
所

◦
豊
住
・
八
生
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
は

な
の
き
台
地
区
…
西
部
北
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
20
‐
3
6
5
5�

押
畑
8
9
6
‐
4�

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
玲
光
苑
内
）

◦
成
田
・
公
津
地
区
…
西
部
南
地
域
包

　
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐
7
1
5�

1�

新
町
1
0
3
7
‐
63�

新
町
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
玲
光
苑
内
）

◦
久
住
・
中
郷
・
遠
山
地
区
…
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
35
‐

6
0
8
1�

本
三
里
塚
2
2
6
‐
1�

介
護
老
人
保
健
施
設
セ
ン
ト
ア
ン
ナ

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
内
）

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
東
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
80
‐
7
0
0
7�

猿
山
1
3
5
4�

ヤ
ッ
ク
ス
ド
ラ
ッ

グ
下
総
店
内
）

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ
。

成田市医師団副団長
京増 芳則さん

かかりつけ医を見つけて
　訪問看護・訪問薬局・ケアマネ
ジャーなどと連携し、より適切な診療
が受けられるよう、在宅医療の基盤
整備を進めたいと考えています。市
民の皆さんは日ごろから相談できる
かかりつけ医を見つけておくことが大
切です。

成田市民生委員児童委員
協議会会長

阿部 文朗さん

あなたに身近な相談役
　月1回、高齢者の自宅に果物を配
りながら一人一人の見守りを行い、
買い物の手伝いなど日常生活を支
援しています。民生委員は地域に根
ざした思いやりを大切にしています。
困ったことがあったら相談してくださ
い。

成田市ケアマネジャー
連絡会会長

本宮 俊さん

サービスを受ける架け橋に
　高齢者やその家族から介護に関す
る相談を受け、より良いサービスを
受けるための手助けを行っています。
介護を必要とする人や悩んでいる人
の力になれるよう、これからも医療・
介護の職員や民生委員などの地域の
関係者との連携を強めていきます。

インタビュー

いつまでも生きがいを持って
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